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新規検査項目および受託中止項目のご案内 
 

 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜わり厚く

お礼申し上げます。 

さて、下記項目におきまして、新規検査項目の受託開始および同一検査（別検査コード）の受託を中止さ

せていただきますのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 
 
 

記 
 
 
 
●新規検査項目 
 
《受託開始日》    平成 21年 9月 1日（火）受付分より 
 

《検査要項》 

検査項目名称 
プロカルシトニン（PCT） 

【ECLIA 法】 

検査コード 7270 

検体量 血清 0.4 mL 

容器・保存 A1→A2 ・必凍 

実施料（判断料） 320点（生化Ⅰ） 

所要日数 4 ～ 6 日 

検査方法 ECLIA 法 

基準値 0.05 ng／mL 以下 

備  考 
敗血症（細菌性）鑑別診断のカットオフ値：0.50 ng／mL未満 

敗血症（細菌性）重傷度判定のカットオフ値：2.00 ng／mL以上 

保険収載名称：プロカルシトニン（PCT） 
保 険 注 釈：プロカルシトニン（PCT）は敗血症（細菌性）を疑う患者を対象として 

測定した場合に算定できる。ただし、エンドトキシン定量検査を併せて 

実施した場合は、主たるもののみ算定する。 
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《 解  説 》 
プロカルシトニン（PCT）は、細菌性敗血症の鑑別診断・重症度判定の補助となる検査項目です。 

血中のプロカルシトニン（PCT）濃度は、全身性感染症、特に細菌感染症で上昇し、ウイルス感染症 

や局所の細菌感染症では殆ど上昇が認められず、エンドトキシンやI L-6、CRP等の血中マーカーより 

も細菌感染症に特異的です。 

 

    なお、今回新規受託開始いたしますECLIA法によるプロカルシトニン（PCT）は、現行のCLEIA法

による同一項目（検査コード：7020）に比べて高感度であり（現行法の小数点以下1桁に対して、

本法は小数点以下2桁）、健常人の基準値の設定がなされております。 

 

 

●受託中止項目 
 
《受託中止日》    平成 21年 9月 24日（木）以降 〔9月19日まで受託〕 
 

 

《中止項目》 

2009年 
検査案内 

検 査 
コード 

検査項目名称  代替項目  

P.65 7020 
プロカルシトニン（PCT） 
       【CLEIA 法】 

本ご案内の新規受託項目 

プロカルシトニン（PCT） 
      【ECLIA法】 
検査コード：7270 

 

 

《中止理由》    委託先における受託中止 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2／2 




